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論文の内容の要旨 


















温の二つの指標が日本の総死亡に与える暑熱の影響を検討することとした。研究 1 では、日本の 47 都
道府県について、WBGTの簡便な推定値と日平均気温を算出し、それぞれの総死亡率との関連を比較し






(GLM)と distributed lag nonlinear modelを組み合わせ、気温の翌日以降の持ち越し効果、経時変化、季節
変動、曜日による違いを制御したリスク関数を用いて死亡への影響を評価した。 
研究 1では、アウトカムとして 1972年～2012年の 47都道府県（沖縄県は 1973年以降）の毎日の全
死因死亡数を用いた。WBGT推定値の算出には、湿度と太陽からの輻射熱を定数と仮定したオーストラ
リア気象学局(BMA)の推定式を用いた。持ち越し期間を 21日間とし、死亡率が最低となるWBGT（the 
minimum mortality WBGT,以下MMW ）と日平均気温（the minimum mortality temperature,以下
MMT）を算出し、47 都道府県について、それらの関連を検討した。研究 2 では、MMW について、
WBGT 推定式として研究 1 の BMA による方法の他に、日別の太陽輻射熱と風速も含めた Ono と





ぞれ逆 J 字体を呈する同様の傾向を見出した。高知県の計測値を除いて MMT と MMW の相関関係は
高く、感度も良好であった。同様の手続きに従い、著者は 0～64歳と 65歳以上の 2群に分けて比較し
たところ、65 歳以上高齢者の関連プロット図は 0～64 歳の群のものと比較して、総死亡率の結果と同
様の傾向を呈していたが、この年齢群で元来死亡現象が多い特性を反映したものと解釈した。一方、研
究 2では、BMA推定式で算出したMMWと Onoらの推定式による値の推移に不一致を確認した。この



























平成 30年 1月 18日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（ヒューマン・ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
